
　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－

第
61
回  

全
国
学
芸
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ン
ク
ー
ル

農
業
体
験
ツ
ア
ー
で
移
住
の
ス
ス
メ

仙
北
市
と
Ｊ
Ｒ
東
日
本
秋
田
支
社
が
タ
ッ
グ

　

３
月
14
日
、
仙
北
市
と
Ｊ
Ｒ
東
日
本

秋
田
支
社（
菊
地
正
支
社
長
）が
連
携
し
、

市
内
農
地
の
有
効
活
用
や
移
住
・
定
住

を
促
進
す
る
『
五
感
楽
農
』
事
業
発
表

に
伴
う
共
同
会
見
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
強
み

で
あ
る
秋
田
新
幹
線
を
交
通
手
段
に
、

首
都
圏
な
ど
の
方
々
が
農
業
を
楽
し
み

な
が
ら
、
地
域
の
住
民
と
交
流
を
し
た

り
、
い
ず
れ
は
移
住
・
定
住
ま
で
を
サ

ポ
ー
ト
し
た
り
す
る
も
の
で
す
。

　

市
役
所
田
沢
湖
庁
舎
で
開
か
れ
た
会

見
に
は
、
受
入
れ
や
農
業
指
導
に
あ
た

る
仙
北
市
農
山
村
体
験
推
進
協
議
会
の

会
員
な
ど
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

菊
地
支
社
長
は
「
今
回
の
よ
う
に
本

格
的
な
移
住
・
定
住
サ
ポ
ー
ト
事
業
は
、

Ｊ
Ｒ
と
し
て
も
経
験
が
あ
り
ま
せ
ん
。

仙
北
市
は
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
活

発
で
、
観
光
地
と
し
て
も
魅
力
的
で
す
。

き
っ
と
交
流
人
口
の
拡
大
に
貢
献
で
き

る
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。　

　

今
後
は
、
本
格
的
な
ツ
ア
ー
の
実
施

に
向
け
、同
社
の「
大
人
の
休
日
倶
楽
部
」

会
員
を
対
象
に
、
田
舎
暮
ら
し
講
座
を

首
都
圏
で
３
回
開
催
し
た
後
、
仙
北
市

内
を
舞
台
に
ト
ラ
イ
ア
ル
ツ
ア
ー
を
実

施
す
る
予
定
で
す
。

共
同
会
見
に
臨
む
Ｊ
Ｒ
東
日
本
秋
田
支
社
の
菊
地
支
社

長
（
左
）
と
門
脇
市
長
（
右
）。

　

全
国
の
小
・
中
・
高
校
生
の
研
究
や

ア
ー
ト
、
文
芸
の
振
興
奨
励
と
青
少
年

の
個
性
の
育
成
を
目
的
に
毎
年
実
施
さ

れ
て
い
る
「
第
61
回
全
国
学
芸
サ
イ
エ

ン
ス
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
西
明
寺
小
学
校

の
く
り
っ
こ
サ
イ
エ
ン
ス
ク
ラ
ブ
が
フ

ジ
テ
レ
ビ
学
校
特
別
奨
励
賞
と
サ
イ
エ

ン
ス
分
野
理
科
自
由
研
究
部
門
で
最
優

秀
と
な
る
金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

８
人
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
な
る
同
ク

ラ
ブ
は
、
６
年
の
佐
々
木
愛
蕾
さ
ん
が

疑
問
に
思
っ
て
い
た
お
風
呂
の
水
を
早

く
抜
く
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か

を
研
究
テ
ー
マ
と
し
、
実
験
を
重
ね
検

証
を
行
い
ま
し
た
。
検
証
の
結
果
、
う

ず
を
で
き
る
だ
け
作
ら
な
い
こ
と
が
水

を
抜
く
時
間
の
短
縮
に
つ
な
が
る
こ
と

が
わ
か
り
、
こ
の
研
究
成
果
が
評
価
さ

れ
、
全
国
１
万
５
４
２
２
点
の
中
か
ら

見
事
金
賞
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

３
月
９
日
、
東
京
都
で
行
わ
れ
た
表

彰
式
に
同
ク
ラ
ブ
の
代
表
と
し
て
出
席

し
た
佐
々
木
愛
蕾
さ
ん
は
「
全
国
の
コ

ン
ク
ー
ル
の
受
賞
は
び
っ
く
り
し
た
け

ど
、
と
て
も
嬉
し
い
」
と
受
賞
を
喜
ん

で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の

指
導
に
あ
た
っ
た
顧
問
の
伊
藤
昭
光
教

諭
は
「
子
ど
も
た
ち
は
夏
休
み
も
自
主

的
に
学
校
に
出
て
何
百
回
と
実
験
を

行
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
の
頑
張
り
が
今

回
の
受
賞
に
つ
な
が
っ
た
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

左
か
ら
門
脇
市
長
、
荒
川
憲
二
郎
校
長
、
佐
々
木
愛
蕾
さ
ん
、
顧
問
の
伊
藤

昭
光
教
諭
。

西
明
寺
小
学
校

く
り
っ
こ
サ
イ
エ
ン
ス
ク
ラ
ブ

金
賞
受
賞

　

平
成
28
年
度
に
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
た
こ
と

が
縁
で
、
青
山
学
院
大
学
の
学
生
や
ス
タ
ッ
フ
29
人

が
、２
月
に
２
回
に
わ
た
り
仙
北
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

学
生
は
期
間
中
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
宅
の
除
雪

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
小
・
中
学
校
で
英
語
の
授
業
へ
の

参
加
な
ど
、
交
流
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
除
雪
作
業

で
は
、
本
格
的
な
積
雪
を
見
た
こ
と
が
な
い
学
生
ば

か
り
で
、
雪
国
の
生
活
の
一
端
を
経
験
し
、
冬
の
暮

ら
し
の
大
変
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
中
学
校
の
英
語

の
授
業
で
は
「
地
域
の
魅
力
や
特
色
」
と
い
う
課
題

に
、
生
徒
と
一
緒
に
取
り
組
み
、
書
き
方
や
表
現
方

法
な
ど
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
ま
し
た
。

青
山
学
院
大
学
生
と
体
験
交
流
活
動

　
文
部
科
学
省
で
は
、
毎
年
全
国
の

公
民
館
の
う
ち
講
座
内
容
等
に
工

夫
を
こ
ら
し
、
地
域
住
民
の
学
習
活

動
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
公
民

館
等
を
優
良
公
民
館
と
し
て
表
彰

し
て
お
り
、
こ
の
た
び
田
沢
湖
公
民

館
（
佐
々
木
幸
美
館
長
）
が
受
賞
し

ま
し
た
。

　
田
沢
湖
公
民
館
で
は
、
自
主
学

習
グ
ル
ー
プ
の
活
動
支
援
を
中
心

に
、
地
域
の
学
習
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

様
々
な
公
民
館
事
業
を
展
開
し
、
事

業
に
よ
っ
て
市
民
同
士
の
世
代
を

超
え
た
交
流
を
図
り
な
が
ら
地
域

の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
が
評
価
さ
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な

り
ま
し
た
。

第
70
回

        

優
良
公
民
館
表
彰
受
賞

左
か
ら
田
沢
湖
公
民
館
を
け
ん
引
す
る
佐
々
木

館
長
、
熊
谷
教
育
長
。

　
1
月
19
日
、東
京
都
で
開
催
さ
れ
た
「
第

58
回
交
通
安
全
国
民
運
動
中
央
大
会
」
で

元
村
祐
爾
さ
ん
が
交
通
安
全
功
労
者
と
し

て
全
国
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
元
村
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
り
地
域
の

交
通
安
全
に
尽
力
さ
れ
た
こ
と
が
認
め
ら

れ
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

奥
様
の
キ
ノ
子
さ
ん
に
は
、
祐
爾
さ
ん
の

長
年
の
活
動
に
協
力
さ
れ
た
と
し
て
同
大

会
よ
り
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
の
報
告
に
訪
れ
た
元
村
さ
ん
は

「
今
後
も
皆
さ
ん
の
模
範
と
な
る
安
全
運

転
を
心
が
け
、
地
域
の
交
通
安
全
活
動
を

行
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

元
村
祐
爾
さ
ん
（
前
列
左
）
と
奥
様
の
キ
ノ
子
さ
ん
（
同

右
）。
門
脇
市
長
（
後
列
左
）
と
仙
北
地
区
交
通
安
全
協

会
の
稲
田
修
会
長
（
同
右
）。

元村祐爾さんが交通安全功労者全国表彰

中学校の英語の授業。生徒からは「優しく丁寧に教えても
らえたので、とても楽しかった」との感想が聞かれました。

第
６
回   

田
沢
湖
公
民
館
ま
つ
り

　

３
月
14
日
・
15
日
の
両
日
「
第
６
回
田
沢
湖
公
民
館

ま
つ
り
」
が
田
沢
湖
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

14
日
か
ら
は
、
公
民
館
講
座
や
市
民
生
活
講
座
で
学

ん
だ
編
み
物
や
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
な
ど
の
ほ
か
、
貴
重
な

写
真
が
多
数
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
15
日
は
、
コ
ー
ル
若

葉
の
皆
さ
ん
に
よ
る
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
や
ゆ
っ
く
り

と
し
た
動
き
が
特
徴
の
太
極
拳
を
太
極
拳
田
沢
湖
の
皆

さ
ん
が
披
露
し
た
り
、
座
っ
て
で
き
る
健
康
体
操
を
行

う
「
ス
マ
ー
ト
体
操
教
室
」
や
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ソ

ロ
ギ
タ
ー
で
優
し
い
音
色
を
奏
で
る
「
認
知
症
カ
フ
ェ

の
活
動
と
癒
し
の
ギ
タ
ー
」
な
ど
の
特
設
講
座
が
開
催

さ
れ
、
多
く
の
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

コール若葉の皆さんによる美しいハーモニー。
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生
徒
た
ち
の
作
業
工
程
を
見
学
し
ま
し
た
。

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－

　大曲支援学校せんぼく校では、生徒が授業で製作した
製品を 4 月から㈱トースト（田沢湖田沢字春山　門脇博
之代表取締役）が経営する「湖畔の杜レストラン ＯＲＡ
Ｅ」で販売することになり、3 月 6 日、同社員を対象と
した授業参観が行われました。
　社員たちは、生徒が樺細工を使った木工製品を丁寧に
作る様子などを興味深く見学しました。
　昼食では、同レストランが仙北市産の食材を使ったピ
ラフやコロッケ、キッシュなどの料理を提供し、生徒か
らは「きれいな盛り付けで、キッシュが特に美味しかっ
た」などの感想が聞かれました。

大曲支援学校せんぼく校

仙北市社会教育委員に委嘱状
　

社
会
教
育
委
員
は
社
会
教
育
法
に
基
づ
く
委
員

で
、
15
人
の
方
々
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

社
会
教
育
委
員
の
皆
さ
ま
か
ら
は
、
教
育
委
員

会
の
諮
問
に
応
じ
、
社
会
教
育
に
関
す
る
諸
計
画

の
立
案
や
市
の
社
会
教
育
推
進
に
関
す
る
様
々
な

助
言
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

▼
委
員
長　

佐
藤  

正
美
（
再
任
）　

▼
委
員
長
職

務
代
理
者　

羽
根
川  

覚
（
再
任
）　

▼
浅
利  

重
昭

（
再
任
）　

▼
阿
部  

節
子
（
再
任
）　

▼
阿
部  

陽
子

（
再
任
）　

▼
大
澤  

博
公
（
再
任
）　

▼
門
脇  

ト
キ

ヨ
（
再
任
）　

▼
門
脇  

伸
子
（
新
任
）　

▼
佐
藤 

秋
夫
（
新
任
）　

▼
鈴
木  

勝
一
（
再
任
）　

▼
田
村 

雄
幸
（
再
任
）　

▼
土
谷  

啓
子
（
再
任
）　

▼
廣
川 

浩
子
（
再
任
）　

▼
藤
村  

榮
一
（
再
任
）　

▼
三
浦 

栄
子
（
再
任
）　
（
五
十
音
順
掲
載
、
敬
称
略
）

【
任
期
】

平
成
30
年
２
月
20
日
～
平
成
32
年
２
月
19
日

手作りの製品を販売開始

松
本
成
年
さ
ん
（
左
）
と
友
永
千
春
さ
ん
（
右
）

　2 月 25 日、台湾で高雄国際マラソンが開催され、仙
北市から派遣ランナーとして出場した松本成年さんと友
永千春さんが市役所角館庁舎を訪れました。
　2 人は田沢湖マラソンの常連で、松本さんはフルマラ
ソン、友永さんはウルトラハーフマラソン（25km）に
出場し、無事完走しました。「大会当日の気温は 25 度以
上で、秋田が真冬の時期に暖かい環境で走ることができ
た」「沿道の声援に励まされた」などと喜びの報告。　
　門脇市長は「今後は田沢湖マラソンと高雄国際マラソ
ンのアンバサダーとして、両大会の魅力を発信していた
だきたい」と労をねぎらいました。

台湾・高雄国際マラソン
派遣ランナーが完走報告

委員の一人ひとりに委嘱状が交付されました。

左
か
ら
河
正
雄
氏
、
夫
人
の
尹
昌
子
氏
、
門
脇
市
長
。

　3 月 7 日、田沢湖図書館「河正雄文庫」はリ
ニューアルのご報告を兼ねて、新たに、河正雄
氏から寄贈された絵画 7 点をご披露する寄贈絵
画展を開催しました。
　当日のオープニングセレモニーは河氏ご夫妻
と門脇市長によるテープカットに始まり、河氏
の講演と絵画解説のギャラリートークが行われ、
およそ 40 人の出席者は歓談しながら、河氏の芸
術文化に対する深い思いに聞き入っていました。
　「文庫」の常設展示室は、河氏のアーカイブ資
料と共に、絵画も鑑賞できるギャラリーへと生
まれ変わりました。ぜひ一度、足を運んでお楽
しみください。

『河正雄文庫』がリニューアル
オープン記念寄贈絵画展

　

３
月
８
日
、
市
役
所
西
木
庁
舎
で

仙
北
市
・
社
会
福
祉
法
人
秋
田
ふ
く

し
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
・
仙
北
市
薬
草
生

産
組
合
に
よ
る
「
農
福
連
携
協
定
」

の
締
結
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
障
が
い
者
の
就
業

機
会
の
拡
大
や
薬
用
植
物
の
栽
培
力

の
強
化
、
農
地
の
有
効
活
用
な
ど
３

者
の
目
的
が
そ
れ
ぞ
れ
一
致
し
た
こ

と
か
ら
実
現
し
ま
し
た
。
協
定
に
伴

い
、
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
が
運
営
す
る
指

定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
「
愛

仙
」
の
利
用
者
が
同
組
合
で
進
め
て

い
る
シ
ャ
ク
ヤ
ク
の
栽
培
に
携
わ
り

ま
す
。

　

仙
北
市
薬
草
生
産
組
合
の
佐
々
木

英
政
組
合
長
は
「
収
穫
ま
で
４
年
か

か
る
シ
ャ
ク
ヤ
ク
の
栽
培
に
は
様
々

な
作
業
が
あ
る
う
え
、
作
付
面
積
を

増
や
す
と
そ
れ
だ
け
労
働
力
が
必
要

に
な
る
。
労
働
力
不
足
の
中
で
協
力

い
た
だ
け
る
こ
と
は
、
と
て
も
あ
り

が
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
社
会
福
祉
法
人
秋
田
ふ
く
し

ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
の
久
米
力
理
事
長
は

「
就
業
機
会
が
増
え
、
屋
外
に
出
る

こ
と
は
障
が
い
者
本
人
に
と
っ
て
も

と
て
も
よ
い
。
労
働
力
が
減
少
し
て

い
る
農
業
の
分
野
と
連
携
し
て
い
き

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
今
後

は
、
３
者
に
よ
り
具
体
的
な
作
業
内

容
な
ど
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

左
か
ら
青
柳
市
議
会
議
長
、
秋
田
ふ
く
し
ハ
ー
ト

ネ
ッ
ト
の
久
米
力
理
事
長
、
仙
北
市
薬
草
生
産
組
合

の
佐
々
木
英
政
組
合
長
、
門
脇
市
長
。

農業

連携協定締結式

秋田県飲酒運転追放等競争
　

こ
の
た
び
、
秋
田
県
飲
酒
運
転
追
放
等

競
争
で
、
仙
北
市
が
秋
田
県
知
事
表
彰
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
秋
田
県
が
飲
酒
運
転
の

根
絶
の
た
め
に
行
っ
て
い
る
「
秋
田
県
飲

酒
運
転
追
放
県
民
運
動
」
の
一
環
と
し
て
、

１
年
間
の
飲
酒
運
転
の
違
反
・
事
故
件
数

等
で
、
優
れ
た
成
績
を
挙
げ
た
市
町
村
が

表
彰
さ
れ
る
も
の
で
す
。
仙
北
市
は
、
関

係
機
関
と
連
携
し
飲
酒
運
転
追
放
へ
の
活

動
を
推
進
し
、
昨
年
よ
り
飲
酒
運
転
の
違

反
・
事
故
件
数
が
５
件
減
り
、
順
位
を
17

位
か
ら
４
位
に
上
げ
た
こ
と
が
受
賞
の
理

由
で
す
。

仙北市が秋田県知事表彰

前列左から門脇市長、仙北地域振興局の渡辺局長。
後列左から仙北地区交通安全協会の稲田修会長、仙北市交通指導隊の佐藤義直隊
長、仙北市交通安全母の会の草彅良子会長、仙北地区安全運転管理者協会の鬼川
慈郎会長。

　

３
月
７
日
に
は
、
日
頃
か
ら
市
内
の
交

通
安
全
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
関
係

者
が
集
ま
り
、
仙
北
地
域
振
興
局
の
渡
辺

局
長
よ
り
表
彰
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

渡
辺
局
長
は
「
昨
年
か
ら
飛
躍
的
に
順

位
を
上
げ
た
大
き
な
成
果
は
、
皆
さ
ま
の

地
道
な
活
動
の
賜
物
で
す
。
飲
酒
運
転
の

追
放
は
交
通
安
全
で
大
事
な
こ
と
で
あ
り
、

県
民
一
人
ひ
と
り
に
深
く
浸
透
し
な
け
れ

ば
な
く
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
こ
れ
か
ら
は
高
齢
者
の
事
故
防
止
も

重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
の
で
、
今
後
も
安

全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
続
け
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

福祉×
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